
第 29 回●シンポジウム・パーキスターン 2015

「パキスタン・エンターテインメント」
◇とき　　　　11 月 21 日（土）10：30 〜 17：45（18：00 より懇親会）
◇ところ　　　日本大学文理学部３号館 3408 教室（東京・桜上水）
◇会費　　　　会員 1,500 円・一般 2,500 円・学生 1,500 円
　　　　　　　／懇親会費 3,000 円
◇定員　　　　70 名（先着順）
◇お申し込み    （公財）日本・パキスタン協会　Tel. 03-5327-3588　
　　　　　　　e-mail : kyokai@japan-pakistan.org

ご挨拶　       今泉　濬   （公財）日本・パキスタン協会会長

ご挨拶　　　  ファルーク・アーミル　駐日パキスタン大使

「パキスタン政治と軍」
　　　　           中野勝一    （公財）日本・パキスタン協会会員      

「少数民族・ワヒ族の持続的発展にかかわる国際シンポジウ　
  ムの報告」　 水嶋一雄　日本大学文理学部教授

●「パキスタン・エンターテインメント」
●映画と芝居と音楽と／村山和之（中央大学・和光大学兼任講師）
　日本未紹介の映像を中心に、古い大衆映画と最新映画、舞台喜劇ドラマと前衛
　新劇そして新旧民謡・カウワーリーの観比べ聴き比べを楽しみたいです！

●アザーン聞いても止められない国民的信仰？：クリケット／モハッマド・アン
　ワル（ウルドゥー語講師／通訳・翻訳）
　パキスタンの国民的スポーツであるクリケットについて、その熱気を伝えます。

●パルダの中の女性の世界‐女たちの愉しみ、おしゃべり、社交、ファンタジー／　
　シャー真理子（パキスタン料理研究家）
　案外自由でもあるがパキスタン独自のある種の規制も存在する中で、女性たち
　の愉しみや息抜きや楽しい時間とはどんなものかを考えてみる。

●みんなのムシャーイラ、みんなのバイト・バーズィー／片岡弘次（大東文化大学
　名誉教授）
　前者が詩の会で、後者が詩の対句を使った尻取り。両者ともパキスタンの人々
　を夢中にさせる。その様子の報告とその理由などについての考察。

●パキスタンを彩る―2000 年代の服飾と美容の潮流／須永恵美子（日本学術振興
     会特別研究員、大東文化大学非常勤講師）
　スマホ時代の若者が、どんな服を買い、コスメを楽しんでいるのか、パキスタ
　ンの都市部を中心にファッションを取り巻く変遷を明らかにする。

●パネル・ディスカッション

 ■第１部：講演と質疑応答（敬称略）

日本大学文理学部　
　 〒 156-8550　東京都世田谷区桜上水３-25-40　電話 03-3329-1151（代）
　 交通：京王線「下高井戸」駅、「桜上水」駅下車　http://www.chs.nihon-u.ac.jp

 ■第２部：懇親会 ３号館１Ｆ「カフェテリア」

主催：（公財）日本・パキスタン協会


